
○石橋は、全国約2千4百橋※ あるが、そのうち、九州において、約1千3百橋※（全国の約5割強）と多く存在している。

○一方、定期点検などの際に参考となる「道路橋定期点検要領（Ｈ31年2月）」には、石橋に特化した記述がないため、

石橋を管理する九州内の地方公共団体から、石橋の「定期点検」に関する技術的な参考資料のニーズが高い。

○今般、このニーズを踏まえ、道路橋定期点検要領の参考資料として「道路橋石橋の定期点検に関する参考資料」を作成したもの。

（R4.8.31時点）
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【道路橋石橋維持管理検討委員会】【本資料の位置づけ】

○ 本資料は、アーチ構造の石橋（以下、石造アーチ橋と呼ぶ）について、
健全性の診断を行うために適切かつ効果的に状態の把握が行われるように、その構造
や材料の特性を踏まえて個々の石造アーチ橋の状態の把握の方法を計画するための
参考資料である。
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○ 石造アーチ橋の基本的な構造特性については、背面地盤から左右均等に

土圧を受け、上部からもアーチ軸線に対して対称に鉛直荷重を受けることで、

壁石及び中詰を介して輪石に荷重が伝達され、最終的に、輪石同士は主として

圧縮状態となって耐荷機構を発揮し、アーチ軸線に沿って橋台を介して地盤に

荷重を伝達する（以下、アーチ機構と定義） 図1。

○ 石造アーチ橋は、石材を組合せて構築した構造でかつ連結されていない

離散構造の特徴を有している。このため、石橋のアーチ機構の成立性を

確保するためには、石材相互に圧縮力が働き、隣接する輪石石材に軸圧縮力を

伝達するような構造にすることが重要である。

石造アーチ橋の構造特性
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図１ アーチ機構の概念（側面図、断面図）
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定期点検における留意点 記録方法の例

○ 石造アーチ橋のアーチ形状は、架設当初に対し変わっていくもので、

経年により継続的に緩やかな変化をしていく場合と、突発的にアーチ機構

などの石組みが変化する場合がある。

○ 石造アーチ橋の状態の把握で最も重要なことは、アーチ機構の

構造安全性に対し、影響が懸念されるアーチ・壁石面・輪石基礎・路面など

の形状の変化を捉えることである。

○ なお、構造安全性に影響を及ぼす状態とは、アーチを形成する輪石、

その輪石に支持され中詰材を保持している壁石面、壁石や中詰材によって

保持されている路面などの荷重伝達経路に影響を与える変化が生じている

ことである。
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構造安全性に影響を及ぼす変状事例

①定期点検記録様式の例［様式その１］

②変状写真及び判定結果の例［様式その２］


